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3 種類の有効相互作用を用いる微視的平均場模型により計算されたポテンシャルエネルギー面上でランダ

ムウォーク計算を行い、235U+中性子反応の反応系である 236U の核分裂片の質量数分布を求めた。これによ

り核分裂収率の有効相互作用依存性や温度による変化、本手法の妥当性等に関する知見を得た。 
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1. 緒言 

 マイナーアクチノイドを低減させる核変換技術を発展させる上で、また核分裂機構を理解し未知核の構造

や反応機構の予測を行う為に核分裂生成物の収量分布(核分裂収率)は重要である。実験による収率のデータ

はメジャーアクチノイドを除くと十分では無く、核データの完備性の為に理論的予測による収率の評価が有

効である。我々はこれまでに原子核構造を核子の自由度から記述する微視的平均場模型でポテンシャルエネ

ルギー面や荷電偏極を調べてきたが、そのままでは核分裂収率に対する予測ができない。本研究では、有効

相互作用の最適化を見据え、3 種類の有効相互作用に基づくポテンシャルエネルギー面上でのランダムウォ

ーク計算[1]を行い核分裂収率の評価を行った。これにより、核分裂収率に対する有効相互作用依存性、本手

法の妥当性、今後の展開に関する知見等を得る事を目的とする。 
 
2.計算方法 

 本研究では軸対称性を考慮しない拘束条件付き Skyrme-Hartree-Fock+BCS 模型[2]を採用する。拘束条件は

原子核の伸長を表現する四重極モーメント(Q20)と原子核の質量非対称性を表現する八重極モーメント(Q30)で
ある。原子炉中の主反応 235U+n の系である 236U を対象に、これまでに 3 つの既存の異なる有効相互作用

(SkM*, SLy4, SkI3)[3, 4, 5]でポテンシャルエネルギー面(PES)を調べてきた。この PES 上で温度の効果を含む

Metropolis ランダムウォークを導入し、PES 上の断裂点における質量数を基に核分裂収率を計算した。 
 
3.結果 

 図 1 は SLy4 の下で得られた 236U の核分裂収率であ

る。横軸は分裂後の生成核種の質量数(AFP)を示し、縦

軸は温度が 1.2 MeV の場合の収率である。調べた 3 つ

の有効相互作用で質量数 104 付近と 132 付近にピーク

が発現した。これは A=132 の魔法数による性質であ

り、ポテンシャルエネルギー面の性質を強く反映した

結果である。ピーク幅やピーク対谷比は温度に強く依

存する事も分かったが、全て A=132 の魔法数におけ

る鋭いピーク構造となっており、このままでは実験デ

ータをうまく再現できない事も分かった。 
 本講演では有効相互作用依存性、温度の効果による

変化を調べ、先行研究との比較を報告する。 
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図 1: SLy4 を用いた計算による 
236U の核分裂収率 
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